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明日から夏休みですが、コロナウィルスの感染が拡大しているのが気になります。いつ

もの年ならば梅雨も明けて、楽しい毎日を思い浮かべて、解放感を味わうところですが、

今年はそうもいかないようです。「Ｗｉｔｈコロナ」という言葉も聞かれます。少なくと

もいつもの年とは違う夏休みは覚悟して、それでも貴重な時間を有意義に過ごすために何

ができるか、前向きに考えていきたいと思っています。

本日終業式。波瀾の１学期間、よく頑張りました！
保護者の皆様、ご協力ありがとうございました！

今日で７３日間の１学期が終わります。生徒たちにとってどんな１学期だったでしょうか。ま

た、保護者の皆様から見て、子どもたちの生活はどうだったでしょうか。本日配付になる通知表

を見ながら、ぜひ話題にしていただくとともに、このコロナ禍の中、一生懸命活動に取り組んだ

子どもたちの頑張りを評価し、ぜひ、褒めてあげていただきたいと思います。合わせて、担任の

先生方からの生徒一人一人への思いも、ぜひくみ取っていただき、今後の支援にご協力いただき

たいと思います。

保護者の皆様には、コロナウィルス感染拡大防止のための学校の取り組みに対し、全面的なご

理解とご協力を賜り、本当にありがとうございました。生徒が無事に１学期の学校生活を終え、

夏休みを迎えることができるのも、保護者の皆様が、学校の対応を温かく見守り、支えてくださ

ったからだと思っています。コロナウィルスとの戦いはまだまだ続きそうですが、今後ともよろ

しくお願いいたします。

「式辞」

本日、ここに波瀾に満ちた７３日間の１学期を終え、無事に終業式を迎えられたことを校長と

して大変うれしく思っています。

昨年度末から脅威となっている新型コロナウィルスの感染は、世界各国において未だ衰えるこ

となく、拡大を続けています。日本においても、一時の急激な感染拡大は収まったものの、首都

圏とその隣県において、あるいは各地の都市部において、今なお感染者数は増え続けており、決

して予断は許されない状況です。

思えば４月、新年度がスタートして間もなく、突然のしかも、２回目の臨時休業によって、家

庭での生活を余儀なくされ、１か月近く友達にも、先生方にも会えない日々は、辛く、むなしい

日々だったのではないでしょうか。５月１８日から、ようやく学校は再開しましたが、「新しい

生活様式の日常化」を図るため、毎朝の検温や慣れないマスクを着用しての授業、臨時休業中の

学習を取り戻すための土曜授業など、大きな負担を強いられることになりました。さらには、さ

まざまな行事や中体連大会等が中止となり、目標としてきたものが奪われてしまったことの寂し

さと悔しさも、計り知れないものがあったことと思います。

しかし、皆さんはそれらの苦難をものともせず、しっかりと乗り越

え、明るく元気に学校生活を送りきることができました。学校の本来

の生活を取り戻すため、先生の話を真剣に聞き、一生懸命やるべきこ

とに取り組み、仲間との協力を惜しまず、常に全力でしかも笑顔を絶

やすことなく、取り組むことができました。これは大変立派なことで、

まずはそのことをほめたいと思います。よく頑張りました。これから

もコロナウィルスとの戦いは続きますが、決して負けることなく頑張

っていってほしいと思います。

さて、そんな１学期を振り返って、皆さん１人１人はどうだったで



しょうか。充実した１学期になりましたか？また、目標として立てたことは、達成できましたか。

そのことを、今日はしっかりと考えてもらいたいと思います。さらに、１学期のはじめに校長先

生からもお願いしたことが３つありましたが、覚えていますか？１つ目は「健康維持のための自

己コントロールができる力をみにつけてほしい。」ということでしたが、「できた。」と思う人は

手を挙げてみてください。・・・

２つ目は「夢を持ち、夢に向かって頑張る」ということでした。頑張れたと思う人は手を挙げて

みてください。・・・

３つ目は「ＡＢＣＤの原則、当たり前のことをバカにしないでちゃんとやる人こそできる人」で

した。当たり前のことをバカにしないでちゃんとできたと思う人は？・・・

これらのことについても自己評価して、できなかった点については今後の課題としていってほし

いと思います。

今日、皆さんの１学期の学習と生活の様子が評価されて通知表が渡ります。どうしても学習の

成績にばかり目がいきがちですが、そこにばかりとらわれるのでなく、担任の先生が心を込めて

書いた言葉の部分もしっかり読んで、これからの生活に役立ててほしいと思います。そして、何

より、自分の目標に沿って自分自身が努力できたのかできなかったのかを、よく振り返り、自己

評価し、次の目標達成へのエネルギーにしてほしいと思います。

明日から、いつもより少し短い夏休みに入ります。くれぐれ

も事故なく、有意義な夏休みになるよう願っています。そして

２学期始業式の日に、また、元気な笑顔を見せてくれることを

期待して、式辞とします。

有意義な夏休みを！
いつもの年より１０日あまり短い夏休みになります。もっと十分に休んでもらいたい気持ちは

やまやまですが、やむを得ない措置です。その分、いつも以上に有意義な夏休みにしてほしいと

思います。以下の点を心がけてみてください。

（１）夏休みの課題を完全にやり遂げましょう。毎年のことで、わかってはいるのですが、つ

いつい面倒くさい物は後回しにして、結局やらないまま２学期を迎えてしまうことになり

ます。早い段階で、できれば、夏休みの前半で仕上げてしまうつもりで頑張りましょう。

（２）１，２年生は部活動にできるだけ休まず参加して暑さやつらさに負けない心と体作りに

励んでほしいと思います。今年は合唱部がないので、部活動のない３年生もいますが、そ

んな３年生も何らかの運動を少しずつでも続けて気力・体力を身につけてください。

（３）さまざまな事故が考えられます。特にこの時期は交通事故と水の事故。どちらも命に関

わる重大事故につながることもあります。危機回避能力、「自分の身は自分で守る」こと

を心がけてください。

（４）テレビ、スマホ、ゲームに使う時間を半分にして、その分、読書に時間をかけましょう。

時間は限られています。読書から得られる物は生徒の皆さんが思っている以上に大きく、

貴重です。たくさん本を読んでください。できれば５冊以上。

（５）コロナウィルスに感染しないように。ポイントは２つ。①感染のリスク（「三密」）を

避ける。感染者の多い地域への旅行などは自粛し、日常的な予防のための行動に心がけて

ください。②「自己免疫力」を高める。十分な睡眠とバランスのとれた食生活、適度な運

動によってコロナに負けない身体を作っていきましょう。

生徒のみんなと笑顔でまた会える日を楽しみにしています！

暑中お見舞い申し上げます。
不順な天候が続いております、皆様のご健勝と

ご自愛をお祈り申し上げます。
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